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2015B 期 採択「新分野創成利用」研究グループの紹介

公益財団法人高輝度光科学研究センター
利用推進部

　2015B 期より新たに「新分野創成利用」の運用
を開始しました。この利用は、SPring-8の利用研
究成果創出を質的・量的に飛躍させるために、既存
の研究分野の枠を超えた複合・融合領域等におけ
る未踏分野の開拓・創成およびそれに伴う利用の
裾野を拡大することを目的としています。公募は、
SPring-8で未踏分野の研究を展開しようとする研究
グループ（構成は以下の図のとおり）を対象としま
す。採択されたグループは、代表責任者の裁量によ
り有効期間（2年間）内に各分担責任者が複数ビー
ムラインで「新分野創成利用課題」を実施すること
も可能となり、またビームタイムも認められた範囲
内で期ごとに任意に配分（但し審査あり）すること
ができます。

　2015B 期は、2グループからの応募があり、新分
野創成利用審査委員会による審査の結果、1グルー
プが採択されました。採択されたグループおよび新
分野創成利用審査委員会からの審査結果を以下に示
します。

［有効期間］
2015B 期から2017A期までの2年間

［採択された研究グループ ]
代表責任者（所属）：大野英男（東北大学）
分担責任者1（所属、利用 BL※）：壬生功（名古
屋工業大学、BL08Wおよび BL13XU）

分担責任者2（所属、利用 BL※）：千葉大地（東
京大学、BL25SUおよび BL39XU）
※利用 BL は、採択時（2015B 期）のものを示す。2016A
期以降は、実験計画の進捗状況に応じ変遷する。

［プロジェクト名 ]
　ナノスケール実スピンデバイス開発に向けた新し
い放射光利用

［審査コメント ]
〇新分野創成の見込み
　スピントロニクス分野そのものは、すでに確立し
た分野であり、提案の中心となるMTJ（磁気トン
ネル接合素子）は、HDD ヘッド、STT-MRAMと
して産業利用が進んでいる。大野グループは、不揮
発性を備えた大規模論理集積回路に向けて、さらな
る高度化を進めているが、そのためには、ナノ領域
における STT（スピン移行トルク）による磁化反転
機構の動的解明、超低消費電力である電圧誘起磁化
反転導入のための機構解明などが必要で、いずれに
おいてもナノ領域における界面の物理現象解明に放
射光利用がキーを握っており、放射光施設にとって
もチャレンジングな課題である。実デバイスに向け
た放射光利用の開拓という意味で、新分野創成と解
釈できる。

〇申請グループ構成の新規性
　近い分野の既存ユーザーによる構成であり、「新
規性」は認められないが、本提案の趣旨を実行に移
すためには妥当な構成であると判断される。

〇研究の持続的発展性
　スピントロニクスは、まだまだ発展途上の分野で
あり、放射光利用によって電圧誘起による界面の磁
気異方性の機構解明が進めば、電圧制御MRAMな
ど超低消費電力デバイスが実現する可能性があり、
さらなる持続的発展が期待できる。
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〇研究計画の実行性・妥当性
　構成メンバーは、放射光利用の実績をもち、計画
はよく練られている。ナノサイズの微小素子の単一
原子層以下の界面構造における磁化のダイナミクス
や、電圧誘起磁気異方性の機構解明は放射光にとっ
てもチャレンジであるので、段階的な実験計画を立
てるなど、さらに練ることが必要であろう。

〇総合評価
　以上各項目を総合的に判断して、本提案は、「新
分野創成利用」における「グループ利用による効率
的な研究遂行」の趣旨に合致したものであり、グルー
プ構成、研究計画もおおむね妥当で、今後の持続的
発展が可能であると認められ、採択するに相応であ
ると判断する。

以　上


